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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 16,087 23.7 488 162.3 523 149.5 358 10.7

2021年3月期 13,001 △7.0 186 △31.6 209 △34.2 324 100.2

（注）包括利益 2022年3月期　　427百万円 （△29.3％） 2021年3月期　　604百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 305.94 ― 11.0 4.3 3.0

2021年3月期 277.56 ― 11.5 1.8 1.4

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 0百万円 2021年3月期 9百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 12,618 3,456 27.4 2,942.72

2021年3月期 11,628 3,081 26.5 2,638.37

（参考） 自己資本 2022年3月期 3,456百万円 2021年3月期 3,081百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 633 △1,061 379 1,964

2021年3月期 790 416 △605 1,999

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― ― ― 50.00 50.00 58 18.0 2.1

2022年3月期 ― ― ― 92.00 92.00 108 30.1 3.3

2023年3月期(予想) ― ― ― 90.00 90.00 30.2

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,000 △6.8 500 2.4 500 △4.4 350 △2.4 297.97



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．12 「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 1,224,000 株 2021年3月期 1,224,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 49,367 株 2021年3月期 56,122 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 1,172,624 株 2021年3月期 1,167,878 株

（参考）個別業績の概要

2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 16,025 23.8 490 173.5 527 160.1 363 229.1

2021年3月期 12,942 △7.0 179 △31.7 202 △35.6 110 △30.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 309.03 ―

2021年3月期 94.29 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 12,365 3,248 26.3 2,756.43

2021年3月期 11,385 2,867 25.2 2,447.47

（参考） 自己資本 2022年3月期 3,248百万円 2021年3月期 2,867百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、上半期は緊急事態宣言などが断続的に発出され、行動制限により個人消費

が低迷するなど、力強さを欠いた経済活動を強いられました。下半期は、緊急事態宣言などが解除されたことによ

り、経済活動の制限緩和に伴って景気持ち直しの明るい兆しを見せましたが、2022年の年明け以降にはオミクロン株

の感染拡大、２月下旬以降のロシアによるウクライナ侵攻ならびに原材料供給逼迫やエネルギー資源高騰など、予断

を許さない状況で推移しました。

このような状況下におきまして、当社グループは「安全・迅速・信頼」をモットーに、国民生活と企業活動のライ

フラインを支える物流業者として、如何なる時世にも顧客に対する輸送責任を果たす「堅実な兵機」との信頼を得る

べく、事業展開を進めてまいりました。

内航事業では、社船及び傭船による鉄鋼輸送が順調に推移しました。一方で、船舶燃料油価格の高値推移によるコ

スト増もありましたが、輸送量の増加でカバーして利益を伸ばしました。

外航事業では、当連結会計年度中は概ね極東ロシア航路が好調に推移したことに加え、委託船による建機類の輸送

を新規に引受け、前期実績を大幅に上回る売上・利益を確保出来ました。

港運事業では、海上運賃高騰や海上コンテナ不足などにより取扱量に懸念があったものの、新規貨物の受注及び前

期に引き続き輸入食品貨物の取扱いが順調に推移し、利益を伸ばしました。

倉庫事業では、堅調な姫路地区倉庫に加えて、神戸地区倉庫の危険品貨物取扱量の増加が利益に貢献し、設備投資

が功を奏した結果となり、収益向上に繋がりました。

これらの結果、当連結会計年度の実績は、次のとおりとなりました。

当期は取扱輸送量3,984千トン（前期比650千トン増　119.5％）と増加し、売上高は16,087百万円（前期比3,086百

万円増　123.7％）と増収になりました。また、経常利益も523百万円（前期比313百万円増　249.5％）と増益になり

ました。なお、前期は固定資産売却益298百万円を特別利益に計上したことより、最終利益を押し上げました。当期

はその様な多額の特別利益の計上はありませんでしたが、親会社株主に帰属する当期純利益は358百万円（前期比34

百万円増　110.7％）と増益になりました。

　　当連結会計年度におけるセグメントの営業状況は次のとおりです。

① 海運事業

（イ）内航事業・・・・・国内鉄鋼市場が総じて堅調に推移したことにより、鋼材及び原材料スクラップの輸送

量が増加しました。なお、燃料価格の高騰が続いており、また所属船の傭船料改定を実施したことによりコスト

が増加しましたが、効率的な配船により運航稼働率を向上させ、収益を押し上げることが出来ました。

　結果としまして、取扱量が1,853千トン（前期比381千トン増　125.9％）と増加しました。売上高は6,632百万

円（前期比1,020百万円増　118.2％）、営業利益も272百万円（前期比157百万円増　236.9％）と増収増益になり

ました。

（ロ）外航事業・・・・・第４四半期半ばにロシアがウクライナへ侵攻した影響により、当社の主力航路である

極東ロシア航路に地政学リスクが顕在化しました。しかしながら、当連結会計年度に関しましては、極東ロシア

航路が３月上旬までは好調に推移したこと、また、台湾航路も堅調に推移したことに加えて、新規に委託船を用

いた建機類の輸送及び三国間輸送の取扱い、ならびに円安によるドル建ての海上運賃差益もあり、収益を大きく

伸ばしました。

　結果としまして、売上高は1,966百万円（前期比770百万円増　164.4％）、営業利益も108百万円（前期比93百

万円増　697.5％）と大幅な増収増益になりました。

② 港運・倉庫事業

（イ）港運事業・・・・・コロナ禍による海外港湾作業の停滞や各国の海上コンテナ需要の増加などにより、世

界的な海上輸送費の高騰が前期より続いております。また、原材料や半導体不足がメーカーの生産計画に影響を

与え、輸出入スケジュールが不安定となりましたが、新規スポット案件の獲得により、取扱い通関件数も輸出が

前期比103.4％、輸入が前期比109.3％とその成果が現れました。

　結果としまして、売上高は5,984百万円（前期比1,233百万円増　126.0％）、営業利益も83百万円（前期は12百

万円の営業損失）と黒字回復を果たしました。
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（ロ）倉庫事業・・・・・普通品倉庫での一般貨物取り扱いは、コロナ禍による物流の停滞で苦戦を強いられま

したが、港運・倉庫事業が一体となる営業活動を実施したことにより、付加価値の高い危険品貨物の取扱いが順

調に伸びました。また、神戸物流センターと兵庫埠頭物流センターで取扱い貨物の振り分けや作業員、荷役機器

の適正性を考慮した相互配置により、効率的な運営体制をとれました。

　一方で、施設修繕や作業能力強化の戦略的実施に加えて、管理経費の増加が利益を圧迫しました。

　結果としまして、売上高は1,503百万円（前期比61百万円増　104.3％）、営業利益は22百万円（前期比44百万

円減　33.7％）と増収減益になりました。

（2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末における資産合計は12,618百万円となり、前連結会計年度末と比較して990百万円増加いたしま

した。流動資産は3,922百万円となり、前連結会計年度末と比較して169百万円増加いたしました。これは主に、受

取手形、売掛金及び契約資産の増加154百万円等によるものであります。固定資産は8,695百万円となり、前連結会

計年度末と比較して821百万円増加いたしました。これは主に、倉庫用地の購入を始めとする有形固定資産の増加

1,084百万円等、時価評価の上昇等による投資有価証券の増加86百万円に対して、減価償却による固定資産の減少

396百万円等によるものであります。

　当連結会計年度末における負債は9,161百万円となり、前連結会計年度末と比較して614百万円増加いたしまし

た。流動負債は4,571百万円となり、前連結会計年度末と比較して204百万円増加いたしました。これは主に、短期

借入金の増加115百万円、未払法人税等の増加115百万円、支払手形及び買掛金の増加86百万円等に対して、未払消

費税等の減少126百万円等によるものであります。固定負債は4,589百万円となり、前連結会計年度末と比較して409

百万円増加いたしました。これは主に、長期借入金の増加368百万円、船舶修繕引当金の増加22百万円等によるもの

であります。

　当連結会計年度末における純資産は3,456百万円となり、前連結会計年度末と比較して375百万円増加いたしまし

た。これは主に、利益剰余金の増加292百万円、その他有価証券評価差額金の増加59百万円等によるものでありま

す。

　これらの結果、当連結会計年度末における自己資本比率は27.4％となり、前連結会計年度末と比較して0.9ポイン

トの上昇となりました。

（3）当期のキャッシュ・フローの概況

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果、獲得した資金は633百万円（前期は790百万円の獲得）となりました。

　主な内訳は、税金等調整前当期純利益516百万円、減価償却費396百万円、仕入債務の増加86百万円等に対して、

売上債権の増加154百万円、未払消費税等の減少126百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は1,061百万円（前期は416百万円の獲得）となりました。

　主な内訳は、固定資産の取得による支出1,085百万円等に対して、長期貸付金の回収による収入37百万円等によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、獲得した資金は379百万円（前期は605百万円の使用）となりました。

　主な内訳は、長期借入れによる収入1,600百万円等に対して、長期借入金の返済による支出1,215百万円、配当

金の支払額58百万円等によるものであります。
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2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期

自己資本比率（％） 23.3 25.9 22.6 26.5 27.4

時価ベースの自己資本比率

（％）
21.6 17.9 11.8 14.2 13.0

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
7.7 8.0 13.3 8.1 10.9

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
12.0 13.8 11.1 21.1 17.5

　当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。

  　自己資本比率：自己資本／総資産

 　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

 　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

 　インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

 ※いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

 　　※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

 　　※株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

 　　※営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動によるキ

ャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いております。

（4）今後の見通し

　次期の経営環境の見通しにつきましては、日本に先駆け欧米各国ではウィズコロナへと舵を切っており、日本で

も段階的に感染症と経済活動の両立に向かうと予想されます。2020年以降の約２年間で積み上がった余剰貯蓄が個

人消費に回り、国内景気は回復するものと期待されますが、ウクライナ情勢の混乱長期化、原材料やエネルギー供

給の不安定化、物価・金利上昇の圧力による営業環境の悪化リスクなど、世界経済全体の先行きは不透明な状況で

す。

　そのような状況下、内航事業では「船員の働き方改革・内航海運の生産性向上等」を目的とした海事産業基盤強

化法が2022年４月に施行されました。船員の労務管理体制や、労働時間の範囲見直しなどが入っており、当社は船

主及びオペレーターの両面の立場で適法に取り組んでまいります。また、それに伴う人件費及び設備投資費の増加

ならびに船舶燃料油価格高騰など、コスト上昇分の転嫁を顧客にご理解いただき、適正料金への改定に取り組んで

まいります。

　外航事業では、ロシアとの物流制限や金融制裁が続く当面の間は、事業を見合わせざるを得ない状況において、

当航路に投入していた定期傭船の新たな航路及び取扱貨物の開拓などを早急に進めてまいります。また、海外パー

トナーとの協業により、海外調達品の受注増加と海外プラント輸送貨物の獲得など、三国間貿易貨物の輸送を強化

し、委託船事業による安定した収益基盤の構築を進めてまいります。

　港運事業では、前期に引き続き巣篭り需要が底堅く、当社が得意とする小売用食料品の輸入取扱いは堅調に推移

すると見込まれます。既存の主要顧客を営業活動のベースとしつつ、内航事業・外航事業と連携した特殊貨物輸送

の新規獲得及び倉庫事業と連携した危険品貨物の更なる営業強化など、他のセグメントとのシナジー効果の発揮に

取り組んでまいります。

　倉庫事業では、兵庫埠頭物流センター敷地内に３棟目の危険物倉庫を新設し、取扱いを加速させ倉庫事業のさら

なる収益拡大を目指します。また、姫路地区においては、危険品倉庫の恒常的な満床を解消すべく連携できる協力

会社を検討してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しい

ため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,999 1,964

受取手形及び売掛金 1,562 －

受取手形 － 29

売掛金 － 1,662

契約資産 － 24

原材料及び貯蔵品 33 35

前払費用 60 62

その他 97 143

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 3,753 3,922

固定資産

有形固定資産

建物及び建物付属設備 6,056 6,091

減価償却累計額 △2,647 △2,835

建物及び建物付属設備（純額） 3,409 3,255

船舶 1,885 1,885

減価償却累計額 △989 △1,110

船舶（純額） 895 774

土地 1,526 2,566

その他 1,017 1,013

減価償却累計額 △552 △603

その他（純額） 465 410

有形固定資産合計 6,296 7,006

無形固定資産

その他 37 83

無形固定資産合計 37 83

投資その他の資産

投資有価証券 1,437 1,523

長期貸付金 26 5

長期前払費用 2 1

その他 101 84

貸倒引当金 △26 △9

投資その他の資産合計 1,540 1,606

固定資産合計 7,874 8,695

資産合計 11,628 12,618

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 175 202

買掛金 939 998

短期借入金 2,833 2,949

未払法人税等 32 148

賞与引当金 3 3

契約負債 － 42

その他 382 227

流動負債合計 4,366 4,571

固定負債

長期借入金 3,577 3,946

船舶修繕引当金 1 24

未払役員退職慰労金 11 11

退職給付に係る負債 453 445

繰延税金負債 62 83

その他 73 77

固定負債合計 4,179 4,589

負債合計 8,546 9,161

純資産の部

株主資本

資本金 612 612

資本剰余金 33 33

利益剰余金 2,053 2,345

自己株式 △118 △104

株主資本合計 2,580 2,887

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 518 577

繰延ヘッジ損益 △17 △8

その他の包括利益累計額合計 500 569

純資産合計 3,081 3,456

負債純資産合計 11,628 12,618
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 13,001 16,087

売上原価 11,048 13,747

売上総利益 1,952 2,339

販売費及び一般管理費 1,766 1,851

営業利益 186 488

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 28 31

持分法による投資利益 9 0

受取出向料 6 9

受取保険金 2 －

その他 31 37

営業外収益合計 80 79

営業外費用

支払利息 37 36

控除対象外消費税等 16 1

その他 2 6

営業外費用合計 56 44

経常利益 209 523

特別利益

投資有価証券売却益 － 1

固定資産売却益 298 －

特別利益合計 298 1

特別損失

固定資産売却損 23 －

特別修繕費 103 －

訴訟関連損失 － 8

特別損失合計 126 8

税金等調整前当期純利益 381 516

法人税、住民税及び事業税 65 167

法人税等調整額 △8 △9

法人税等合計 56 157

当期純利益 324 358

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 324 358

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 324 358

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 280 60

繰延ヘッジ損益 △0 9

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 279 68

包括利益 604 427

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 604 427

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 612 33 1,788 △118 2,315

当期変動額

剰余金の配当 △58 △58

親会社株主に帰属する当期
純利益

324 324

自己株式の取得 －

譲渡制限付株式報酬 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 265 － 265

当期末残高 612 33 2,053 △118 2,580

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 237 △16 220 2,535

当期変動額

剰余金の配当 △58

親会社株主に帰属する当期
純利益

324

自己株式の取得 －

譲渡制限付株式報酬 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

280 △0 279 279

当期変動額合計 280 △0 279 545

当期末残高 518 △17 500 3,081

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 612 33 2,053 △118 2,580

会計方針の変更による累積
的影響額

△0 △0

会計方針の変更を反映した当
期首残高

612 33 2,053 △118 2,580

当期変動額

剰余金の配当 △58 △58

親会社株主に帰属する当期
純利益

358 358

自己株式の取得 △0 △0

譲渡制限付株式報酬 △8 14 6

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 292 14 306

当期末残高 612 33 2,345 △104 2,887

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 518 △17 500 3,081

会計方針の変更による累積
的影響額

△0

会計方針の変更を反映した当
期首残高

518 △17 500 3,081

当期変動額

剰余金の配当 △58

親会社株主に帰属する当期
純利益

358

自己株式の取得 △0

譲渡制限付株式報酬 6

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

59 9 68 68

当期変動額合計 59 9 68 375

当期末残高 577 △8 569 3,456

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 381 516

減価償却費 425 396

特別修繕費 103 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △17

有形固定資産除却損 0 0

有形固定資産売却損益（△は益） △274 △0

持分法による投資損益（△は益） △9 △0

修繕引当金の増減額（△は減少） △32 22

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 38 △7

受取利息及び受取配当金 △29 △32

支払利息 37 36

売上債権の増減額（△は増加） △89 △154

棚卸資産の増減額（△は増加） △11 △2

仕入債務の増減額（△は減少） 59 86

未払消費税等の増減額（△は減少） 137 △126

未収消費税等の増減額（△は増加） 128 －

その他の増減額 △7 △31

小計 854 687

利息及び配当金の受取額 30 33

利息の支払額 △37 △36

特別修繕費の支払額 △17 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △54 △51

その他 15 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 790 633

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △680 △1,085

固定資産の売却による収入 1,075 0

短期貸付金の増減額（△は増加） － △2

長期貸付金の実行による支出 △9 △12

長期貸付金の回収による収入 30 37

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 2

投資活動によるキャッシュ・フロー 416 △1,061

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200 100

長期借入れによる収入 1,300 1,600

長期借入金の返済による支出 △1,612 △1,215

リース債務の返済による支出 △33 △46

配当金の支払額 △59 △58

自己株式の取得による支出 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △605 379

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 605 △34

現金及び現金同等物の期首残高 1,394 1,999

現金及び現金同等物の期末残高 1,999 1,964

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、従来は、海運事業について、輸送完了を以て収益を認識しておりましたが、当連結会計年度の期

首より航海期間における日数に基づき履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もり、収益を認識する方法に

変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準

第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益

の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き

(1)に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更

を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に

加減しております。

　また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、

当連結会計年度より「受取手形」、「売掛金」及び「契約資産」に含めて表示し、「流動負債」に表示していた

「その他」は、当連結会計年度より「契約負債」及び「その他」に含めて表示しております。ただし、収益認識

会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを

行っておりません。

　この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当連結会計年度の連結貸借対照表は、売掛金は98百

万円減少、契約資産は24百万円増加、買掛金は69百万円減少、契約負債は24百万円増加しております。当連結会

計年度の連結損益計算書は、売上高は116百万円減少、売上原価は69百万円減少し、営業利益、経常利益及び税

金等調整前当期純利益はそれぞれ46百万円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる当連結会計年度の連結財務諸表

に与える影響はありません。

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社は、営業本部を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「海運事業」及び「港

運・倉庫事業」の２つを報告セグメントとしております。

「海運事業」は、内航海運及び外航海運の事業を行い、「港運・倉庫事業」は、港湾運送事業及び倉庫

事業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

　なお、報告セグメントの利益は、営業利益ベースであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
合計

海運事業 港運・倉庫事業

売上高

外部顧客への売上高 6,807 6,193 13,001

セグメント間の内部売上高又は
振替高 － － －

計 6,807 6,193 13,001

セグメント利益 130 55 186

セグメント資産 1,550 5,391 6,941

その他の項目

減価償却費 155 248 403

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
634 43 677

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

海運事業 港運・倉庫事業

売上高

外部顧客への売上高 8,598 7,488 16,087

セグメント間の内部売上高又は
振替高 － － －

計 8,598 7,488 16,087

セグメント利益 381 106 488

セグメント資産 2,220 7,020 9,241

その他の項目

減価償却費 125 239 364

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
3 1,081 1,084

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

　前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

　当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）
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売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 13,001 16,087

「その他」の区分の売上高 － －

セグメント間取引消去 － －

連結財務諸表の売上高 13,001 16,087

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 186 488

「その他」の区分の利益 － －

セグメント間取引消去 － －

連結財務諸表の営業利益 186 488

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 6,941 9,241

「その他」の区分の資産 － －

全社資産（注） 4,686 3,376

連結財務諸表の資産合計 11,628 12,618

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 403 364 － － 21 31 425 396

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

677 1,084 － － 0 68 678 1,152

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容

　　　（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社建物、投資有価証券等であります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 2,638.37円 2,942.72円

１株当たり当期純利益 277.56円 305.94円

前連結会計年度
（自　2020年４月１日

至　2021年３月31日）

当連結会計年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 324 358

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
324 358

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,167 1,172

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。
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